
亜細亜大学と東久留米市との包括的連携 

協力に関する協定書に基づく社会連携活動 

本学と東久留米市は包括的連携協定に関する協定書を締結しており、今回、官高大

連携事業として、東京都立久留米西高等学校「総合的な探究の時間」の支援を行うた

め。 

活動の概要 

● 連 携 先

東久留米市、東京都立久留米西高等学校 

● 活動期間

令和５年６月 17日、６月 28日、９月 27日、 

10月４日、10月 25日（全５回） 

● 活動場所

東京都立久留米西高等学校 

● 参加団体

松村 純子特任教授、教職課程等履修学生 18名 

の写真

参加学生は、2 年次の各クラス 3 人の

グループ AT（アシスタントティーチャ 

ー）担当として、情報の収集の仕方、整

理・分析の方法やまとめ・表現（発表）

の組み立て方など、探究の学習過程に関

する助言を行った。参加した学生は、 AT

活動を通して、実際に高校の授業に入ると

いう体験を通して指導方法等を学ぶこと

ができた。 今後も協定等を結んでいる高校や自治体

と連携し、様々な活動を行っていきたい。 




